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資料名 (内容要旨) 請求記号

荒 葛生能久宣誓供述書 LF/D1/1 

木
被
tE主3ニ 反Yグィエト白衛軍組織ノ指導者，日本謀報機関ノ手先「アタマン ・セミョーノフ」 LF/D1/2 

「ロザエフス←」ソノ他ニ係ノレ裁判

土被 J 935.11.1 8付「イープニング・ポス ト」抜奉 日本新タニ中国分裂ア強
ijE 行セントス

LF/D2/1 
原告

橋被
最終弁論ニ関スノレ私見 1，3-5 LF/D3/1 

本告

畑
被 米内光政ニ対スノレ反対質問参考 LF/D4/1 
告

星
星野直樹証言(1946.1.28訊問) LF/D5/1 

野
被
とEt3 宣戦詔勅ノ起案及ピ取扱ニ就テ(武藤主主肉筆) LF/D5/2 

平被
1939.1.5 「東京朝日」抜奉 梢新鮮味ア欠ク平沼内閣ノ成立経過 1F/D6/1 

沼告

字垣一成宣誓供述書 LF/D8/1 

板

支那事変関係:南京政府ノ成立承認ノ真相，板垣総参謀長談話要旨，国民 LF/D8/2 
垣 政府還都宣言(在兆銘)

被
派遣軍将兵ニ告グ(1940.429於南京支那派遣軍総司令部) LF/D8/3 

告

支那派遣軍現地事変処理，板垣参謀長談話要旨 ，事変発生ノ根本原因ナド LF/D8/4 
事変ニ関係シタ派遣等ノ問題

木被
沢本供述書 LF/Dl1/1 

村告

南京事件ニ就テ(案) LF/D13/1 

松

井
南京事件ニ就テ(武藤，松井書入レ訂正ノ原本) LF/D13/2 

被

tEt コ

南京事件ニ就テ(改訂本) LF/D13/3 
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資料名 (内容要旨) 請求記号

南京事件ニ関スル所見(井本記) LF/D13/4 

松 南京残虐事件ノ証拠書類ニ対スル所見(井本記) LF/D13/5 

井

支那事変回顧(松井石根手記) LF/D13/6 

被

tEま3ニ 検事側証人「脅伝音」ニ対スノレ反対訊問案 LF/D13/7 

岡崎勝男ニ対スノレ反対訊問 LF/D13/8 

南
被告南次郎ノ為ノ告訴棄却申立 LF/D14/1 

被

tEt コ
田中隆吉氏証言訊問調書 LF/D14/2 

武藤章「我が経歴ノ素描J(英和両文) LF/D16/1 

1931~1944 年ノ期間ニ於クノレ武藤章ノ地位 LF〆D16/2

軍参謀副長トシテノ責任ニ就テ LF/D16/3 

武

軍務局長ノ職務及ピ地位 LF/D16/4 

藤

武藤章回想録 LF/D16/5 

被

田中新一中将ノ武藤軍務局長ノ性格批判ニ就テ LF/D16/6 

とE』コ

昭和14年8月 15月付声明の内容 LF/D16/7 

米内内閣総辞職当時ノ予ノ行動 LF/D16/8 

東亜新秩序ニ関シテ等 LF/D16/9 
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資料名 (内容要旨) 請求記号

支那段階官頭陳述 LF/D16/10 

天津会議ニ就テ LF/D16/11 

1939.8.1 4 タイムズ紙抜奉 天津問題会談「日本側支那ニ帰還接衝ハ
LF/D16/12 

継続サレン」

1940.3.19 第七十五回帝国議会衆議院決算委員会速記録依奉 武藤被
LF/D16/13 

告ノ政党観

武

1940.3.21 第七十五回帝国議会衆議院決算委員会速記録按奉天津租白
LF/D16/14 

界接収問題

1940.322 第七十五回帝国議会衆議院決算委員会速記録扱率政党解
LF/DI6/15 

散論並ニ租界返還論等

藤
11.5 御前会議決案B案ニ関連スノレ対策要求 石油量ニ就テ LF/DI6/16 

西国寺・原田文書ノ経緯 LF/DI6/17 

武藤章ニ法律案ノ一部 LF/DI6/18 

被 陸軍軍備ニ就テ LF/D16/19 

陸軍省庶務規定抜惹 LF/D16/20 

陸軍刑法按若手 LF/D16/21 

告

陸軍省宮肯IJ改革ニ関スル件 LF/DI6/22 

軍代表クフ引揚(武藤少将軍ノ真意声明セン) LF/DI6/23 

今朝軍代表遂ニ号|揚グ(英ノ猛省要望ヲ声明) LF/D16/24 

引揚中止懇請ア拒否 LF/DI6/25 

5
 

n
3
 

q
u
 



資料名 (内容要旨) 請求記号

第十四方耐軍草案下兵団位置，兵団長名一覧表 LF /D 16/26 

在比島将官職員表 LF/D16/27 

上む島戦ノ実相 LF/D16/28 

停虜ノ取扱ニ就テ LF/D16/29 

武

倖虜取扱ニ関スノレ軍務局長ノ責任ニ就テ LF/D16/30 

比島ニ於ケノレ伴虜ニ就テ LF/D16/31 

藤
武藤章ト山下裁判ハ無関係 LF/D16/32 

山下奉文「獄中覚之書(日記)J LF/D16/33 

山下奉文裁判ニ対スノレ軍事委員会声明(英文) LF/D16/34 

被 大日本陸軍大将山下奉文ノ裁判終結ニ関スノレ軍事査問委員会声明 LF/D16/35 

武藤章後告ノ努頭陳述(初稿) LF/D16/36 

武藤章口述書 LF/D16/37 

t口t 

武藤章口供書 (正誤表付 ) LF/D16/38 

武藤章関係書訊準備書 LF/D16/39 

武藤訊問調書 LF /D 16/40 

検事ノ質問ト予ノ回答概要(武藤章) LF/D 16/41 
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資料名 (内容要旨) 請求記号

武藤ニ対スノレ追加訊問 LF/D16/42 

武藤手記抜君主 南京事件ニツキ重複セラサル部分 LF/D16/43 

予ノ石渡書記官長卜会談要旨 LF/D16/44 

武藤証言案 LF/D16/45 

武

武藤証言ソノ 1-2 LF/D16/46 

武藤章ニ対スノレ検事訊問覚書 LF/D16/47 

藤
文書ノ出所設ニ成立ニ関スル証明書 LF/D16/48 

武藤関係書類 LF/D16/49 

満洲国皇帝訪日接待関係文書(封筒入セット) LF/D16/50 

被 武藤章弁護ノタメノ年表 (1931-1944)鉛筆書 LF/D16/51 

同 上 ガリ版 LF/D16/52 

、

武藤将軍弁護論基礎私案(岡本尚一)手書 LF/D16/53 

告

同 上 タイプ LF/D16/54 

武藤最終弁論案一式(主 トシテ鉛筆書メ モ類) LF/D16/55 

武藤ノ弁護側冒頭陳述案 LF/D16/56 

冒頭陳述 LF/D16/57 

勺，
Q
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資料名 (内容要旨) 請求記号

被告武藤章ノ告訴却下ノ;動議 LF/D16/58 

武藤ノ弁護側ニヨノレ検察側ノアノレ点(今ノ試ミノ推定 LF/D16/59 

武藤弁護側メモ 6点 LF/D16/60 

武藤章関係証人準備書 LF/D16/61 

武

武藤被告証人喚問案(封筒入セット) LF/D16/62 

武藤被告関係証人表(封筒入セッ ト) LF/D16/63 

某証人ニヨ ノレ 1939~41 年頃ノ武藤ニ アイテノ証言(案) LF/D16/64 
藤

武藤卜杉山参謀総長ノ関係(証言一部ノ ミ) LF/D16/65 

橋本徹馬「武藤中将ノ事」 LF/D16/66 

‘ 

被 橋本徹馬口供書(宣誓供述書付)手書 LF/D 16/67 

同 上 タイプ LF/D16/68 

原清治口供書 LF/D16/69 

丘Et3 

畑大将ニ訊問事項 LF /D 16/7 0 

広田，岡，永野， 重光，東郷，小磁被告ノ訊問書カラノ抜奉 LF/D16/71 

井川忠雄氏供述概要 LF/D16/72 

井川忠雄氏談話要旨 LF /D 16/73 
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資料名 (内容要旨) 請求記号

井川忠雄氏証人訊問案 LF/D16/74 

石井秋穂口供資料 LF/D16/75 

石井秋穂口供書(案)下書キ LF/D16/76 

石井秋穂口供書(案) LF/D16/77 

武

石井秋穂供述書(診断書付) LF/D16/78 

石井秋穂口供書(宣誓供述書付) LF/D16/79 

藤
石井秋穂口供追加分 LF/D16/80 

石井秋穂証人ノ原弁護人宛書信 LF/D16/81 

石川畝玖雄口供書(封筒入セット) LF/D16/82 

被
石渡荘太郎口供書(封筒入セット) LF/D16/83 

岩畔豪雄証人訊問要領案 LF/D16/84 

岩畔豪雄口供書(封筒入セァト) LF/D16/85 

告

井川忠雄，岩畔豪雄，石原発爾証人ニ対スノレ尋問メモ LF/D16/86 

小林イ彦次郎口供書(封筒入セッ ト) LF/D16/87 

小林イ彦次郎口供書訂正個所 LF/D16/88 

小沼少将口述書案(略図付) LF/D16/89 
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資料名 (内容要旨) 請求記号

小山亮，寺田済一口供番(封筒入セット) LF/D16/90 

古思三郎口供番(封筒入セット) LF/D16/91 

久米川好春口供書(封筒入セッ ト) LF/D16/92 

前田正実ロ供書(封筒入セット) LF/D16/93 

武

松井亀太郎(号誠勲)口供書(封筒入セット) LF/D16/94 

松村秀逸供述書 LF/D16/95 

三木良英口供書 L封筒入セット) LF/D16/96 
藤

中島銑三供述書 LF/D16/97 

中村雅雄口供書(封筒入セット) LF/D16/98 

被
中山寧人口供書(封筒入セット) LF/D 16/9 9 

中山寧人証人訊問要領案 LF/D16/100 

西浦進口供書(封筒入セット) LF/D16/101 

企Z』3 

野田中将追加訊問 LF/D16/102 

大平秀雄口供番(封筒入セット) LF/D16/103 

岡田啓介反対質問資料(武藤主主自筆) LF/D16/104 

榊原主計口供書(封筒入セァト) LF/D16/105 
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資料名 (内容要旨) 請求記号

真田穣一郎口供書(封筒入セット) LF/D16/106 

沢田中将ニ対スノレ追加訊問 LF/D16/107 

沢田中将追加訊問ノ追加 LF/D16/108 

紫雲荘主人談話要旨 LF/D16/109 

武

田中隆吉口供書(武藤章ニ ンイテ) LF/D16/110 

田中隆吉訊問調書 LF/D16/111 

藤
田中隆吉ニ.対スノレ反対訊問参考 LF/D16/112 

田中隆吉ニ対スノレ反対訊問資料 LF/D16/113 

田中隆吉反対訊問要点 LF/D16/114 

被
対田中隆吉件反訊準備要綱 LF/D16/115 

田中隆吉証人ニ対スノレ反対訊問 LF/D16/116 

田中隆吉証人ニ関スノレ反駁資料 LF/D16/117 

£Et 3 

武藤章 ト回中隆吉ノ関係ニ関スノレ口述書 LF/D16/118 

田中隆吉ト武藤章ノ関係 LF/D16/119 

田中隆吉ノ口述書ニ就テ LF/D16/120 

田中トノ会談(三国同盟ノ件) LF/D16/121 
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資料名 (内容要旨) 請求記号

田中隆吉若「軍閥」エツイテ LF/D16/122 

田中隆吉ノ性行ニ関スル件 LF/D16/123 

坂崎善雄口供書(田中隆吉証人ニ関スル健康診断)封筒入セット LF/D16/124 

武
諏訪敬三郎ロ供書(田中隆吉証人ノ健康診断)?筒入セツ卜 LF/D16/125 

生方光弥口供番 同 上 )封筒入セット LF/D16/126 

富田健治氏供述書ヨリノ抜奉 LF/D16/127 

藤

富田健治氏ニ対スノレ反対訊問(案) LF/D16/128 

谷荻那華雄口供番 LF/D16/129 

被
山本熊一ロ供書(封筒入セット) LF/D16/130 

山本笹樹ニ対スノレ再訊問 LF/D16/131 

告 矢次一夫口供番(封筒入セ γ 卜) LF/D16/132 

米内氏ニ逆質問 LF/D16/133 

ピコット クォ…口惜(敗)(封筒入7ツト) LF/D16/134 

フリツ Y フォン ペテ… 一供書ニ対」ぽ対訊問要領 LF/D16/135 

大 オークェン ・カ=ンガム氏へノ覚書 LF/D17/1 
島
被
とttコ

独逸潜水艦対日譲渡ニ関スノレ駐独大島大使来電返電紛失ノ証明書 LF /D 1 7/2 
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資料名 (内容要旨) 請求記号

河辺虎四郎宣誓供述書 LF/D17/3 

総統会議 1939年独逸海軍ニ関スノレ事項， 1 9 3 9年 12月30日海
LF/D17/4 

軍司令長官ヨリ総統宛ノ報告

大

ベン γノレグァニア州「ベットフォ ード 」ニ抑留中ノ大島浩氏宛書簡回送ノ
LF/D17/5 

通知

島
大島浩氏宛回送伝達文落手ノ通知 L F /D 17/6 

国家機密事項本月 17日付第 154号及本月 20日付第 177号ノ件
LF/D17/7 

被 (電報)

1943.4.18 「リッベントロップ」大島会談抜苓 LF/D17/8 

£にtコ

日独伊提携強化ニ関スノレ陸海外協議々事録(書証第 527， 528番)
LF/D17/9 

ニジイテ(安東義良)

田中新一ノ反対認問 LF/D17/10 

佐藤賢了ニジイテノ記述(岩淵辰男) LF/D18/1 

佐 日米交渉ェ関スノレ反対訊問資料(被告佐藤賢了稿) LF/D18/2 

藤 岡田菊三郎ニ対スノレ反対訊問ノ予想案 LF/D18/3 

被 軍事行動ノ責任問題ニ就テ LF/D18/4 

tzt z 
佐藤賢了口供書 LF/D18/5 

佐藤証人ニ対スノレ反対訊問資料:外部トノ交渉，参謀本部卜ノ関係，政策
LF/D18/6 

ニ就テ

重
ロイ ダブリュー・ヘンタ・スン陳述書 LF/D19/1 

光
被
tEt コ 占領地域ニ於ケノレ停虜収容所及非戦闘員抑留所訪問許可ア「スペイン」特 LF/D19/2 
命全権公使ニ通知(丙号居普通第 95号)
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資料名 (内容要旨) 請求記号

重被
1938.8.5 西国寺・原因臼記第 284章抜率 LF/D19/3 

光告

1938.10.15 西国寺・原因日記第 297回妓若手 LF/D21/1 

白
，鳥
西園寺・原因日記第 39回扱奉 LF/D21/2 

被
ξE』3 ・

東京発 1939.10.24 「オット」ノ本国宛電文 LF/D21/3 

鈴木貞一ノ為ノ弁護ノ骨子 LF/D22/1 

鈴木貞一ノ為ノ弁護ノ内容(案) LF/D22/2 

鈴

鈴木，島田，賀屋3人ノ:弁護人連絡会議ノ性質及ピ運用 LF/D22/3 

木
御奉公ノ基本思想 LF/D22/4 

被
起訴状検討 LF/D22/5 

鈴木貞一供述書案:陳述ノ骨子(裁判ニ於テ許サノレノレ場合) LF/D22/6 

とEとコ

重要産業拡充計画策定経緯(総力戦ノ研究所複製) LF/D22/7 

鈴木貞一訊問書 LF /D 22/8 

1939.5.23 西国寺・原田臼記第 326回抜奉 LF/D23/1 

東

郷
林撃証明書 LF/D23/2 

被 東郷外務大臣宛3月27日付在京瑞西公使来翰訳文 LF/D23/3 
(中西定吉， Erュch W.Fleisher証明書付)

丘Etコ

日米交渉ニ関シ証人「パランタイン」ニ対スノレ反対訊問要点 LF/D23/4 
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資料名 (内容要旨) 請求記号

日米交渉経過(外務省発表) LF/D23/5 

東
日米交渉打切ニ関スノレ経緯 LF/D23/6 

郷

被
「ノレーズベルト」大統領親電ニ関スノレ経緯 LF/D23/7 

ktt コ

1942.1.29 東郷外務大臣→在京スペイン公使 LF/D23/8 

j構洲事変以来陸軍人事ノ経緯ト所謂「東条閥」
LF/D24/1 ( i東条人事」ニ対スノレ陸軍ノ見解ニ関スノレモノ)

総帥並ニ之ニ関連スノレ事項ニ就テ LF/D24/2 

東

台湾停虜収容所長宛参謀長訪1¥示 LF/D24/3 

条

1 94 1.1.5付夕刊朝日新聞第 l函抜率 東条陸相年頭ノ訓示 LF/D24/4 

被

東条大将弁論資料 田中隆吉著「敗因ア衝ク 」ニ醸ユ LF/D24/5 

丘Et3 

日本ノ戦争決意 (正誤表付)(聯合軍総司令官調査報告書) LF/D 24/6 

東条英機供述書 LF/D24/7 

満洲事変弁論骨幹案(第 2案) LF/D26M/l 

満洲事変ノ原因(事変直前ニ於クノレ緊迫セノレ事態) LF/D26M/2 
般

( 

満 満洲事変勃発当時ニ於クノレ関東軍司令部主脳部ノ陣容 (法務調査部) LF/D26M/3 

洲

関 満洲事変ヵ侵略戦争ニ非ス且国際法条約協定ニ反セサノレ立証(満洲事変ニ LF/D26M/4 
係
於テ自然的ニ逐次地域拡大セノレ理由)

、._/

i筒洲関係冒頭陳述(案) LF/D26M/5 
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資料名 (内容要旨) 請求記号

満洲関係冒頭陳述(案) LF/D26M/6 

j筒蒙ニ於クノレ日本権益侵害 LF/D26M/7 

満洲国ノ国是ト其ノ治績 LF/D26M/8 

日本及i筒洲事変ニ対スノレ平和政策，記録ニヨリ明ラカニサノレ(193 1年
ノアメリカ平和政策)

LF/D26M/9 

最近4年間ニ於クノレ満蒙関係事件一覧表(自 27.1至 3O. 1 2 ) LF/D26M/10 

般 193 3年7月の所謂大連会議ノ議事録等ノ不存在証明(美山要蔵) LF/D26M/l1 

1931.9.23 「ジャパン・クロニクノレ」抜掌 LF/D26M/12 

〆ー町、

「英文日満年鑑 J1 9 3 4年度版抜奉 LF/D26M/13 

満

土肥原・秦徳純協定，梅津・何応欽協定 LF/D26M/14 

計十|

満州関係証人表 LF/D26M/15 

関 田中義一ノ上秦文(満蒙ニ対スノレ積極政策) LF/D26M/16 

係
遠藤三郎陳述書(第2案) LF/D26M/17 

石原雪;;蹴出張尋問速記録 LF /D 26M/18 
、..J

金井章次陳述書(第 1案) LF/D26M/19 

金井章次口述書(1部) LF/D26M/20 

河辺虎四郎供述書(満洲事変初期ニ関スノレ証言) LF/D26M/21 

406一



資料名 (内容要旨) 請求記号

，ー、
山口重次陳述書(第2案) LF/D26M/22 

一 満
洲
関
係
在満白系箆人=関スノレ事項 LF/D26M/23 般)

中国「フェーズ」弁論骨幹案(第1案) LF/D26C/l 

中国部門努頭陳述案 LF /D 2 6C/2 

中国関係努頭陳述案(滝川氏案) LF/D26C/3 
一

中国関係努頭陳述案其ノ '1-4 LF/D26C/4 

北支問題弁論根幹集(第l案) LF/D26C/5 

般

同 上 (第2案)(満掛|事変後ニ於ク Jレ北支内蒙関係及中共)LF/D26C/5 

〆ー、

中国ニ於クノレ経済侵略ニ関スノレ検事側ノ陳述 LF/D26C/6 

中

中国ニ於クノレ残虐行為並ニ背徳化行為ニ関スノレ検事側ノ陳述 LF/D26C/7 
， 

国
支那事変関係:支那事変ノ真因，麓溝橋事件解決ノ為対支援衝方針ニ関ス
ノレ件，現地人細目協定内容，北支事変処理方針，昭和 12年 7月11日ノ LF/D26C/8 
政府声明，駐屯軍ノ現地声明，風見内閣書記官長発表

関

支那事変関係;事変前ニ於クノレ北支ノ真相，停戦ニ関スノレ協定 LF/D26C/9 

係 支支那敵事重変量関係弁護資料:在支援収亜戦敵性争完権益遂 ト国民政府トノ調整ニ関スノレ件，
在 ノ処理運営委領，大東 ノ為ノ対支処理根本方針ニ基ク
具体的方策，大東亜戦争完遂ノ為ノ対支処理根本方針，大東亜戦争完遂ノ

、』ノ 為ノ対支処理根本方針ニ基ク具体的方策ニ準拠シ国民政府参戦ア機トシ同
政府ト締結スベキ諸取極ニ関スノレ措置要領，北京公使館区域回収実施措置 LF/D 26C/l 0 
要領，帝国専管租界選付実施措置要領， 上海共同租界回収実施措置要領，
国民政府ト慶門特別市トノ関係調整要領，慶門鼓線共同租界回収実施措置
要領，蘇経特別区ニ関スノレ調整実施措置要領，日支合弁会社調整措置要領，
目撃基本条約改定条約締結要綱，日本国中華民国間同盟条約

支那事変関係重要国策決定文書:1叢溝橋事件解決ノ為対支折衝方調日本針整国方ニ蘭針・中ス，近華ノL
件 ，政府声明，支那事変処理根本方針，政府声明，日支新関係 LF/D26C/ll 
衛声明，和平建議(在兆銘) ，国民政府選者E宣言(在兆銘) ，日
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資料名 (内容要旨) 請求記号

民国間基本関係ニ関スノレ条約及日満筆共同宣言，支刻3事変処理要綱

借行社特報第29号(支那事変ニ対スノレ支那軍ノヨ11話，戦法，対策Yノ他)LF/D26C/12 

支那事変 LF/D26C/13 

同 上 LF/D 26C/14 

同 上 LF/D26C/15 

支那事変処理ノ大要 LF/D26C/16 

般

支那事変処理ノ大綱(ガリ版) LF/D26C/17 

，戸、

同 上 (タイプ印刷) LF/D26C/18 

中

' 
第一次上海事件ノ真相 LF/D26C/19 

国

桜井徳太郎ノ広安門事件報告 LF〆D26C/20

関

国際的ニ見タ済南事件 LF/D26C/21 

係

桜井徳太郎ノ厳溝橋事件ノ真相 LF/D26C/22 

、._/

山崎三郎ノ西安事変 LF/D26C/23 

朝日東亜年鑑按奉 天津事変慶門事変 LF/D26C/24 

1941.10.4 関東軍司令部公表 LF/D26C/25 

4.29-30日速記録抜奉 中共関係書証受理範囲ニ関スノレ裁判所決定 LF/D26C/26 

L.... 
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資料名 (内容要旨) 請求記号

1938.11.20 大阪朝日新聞記事抜率 九国条約ニ関スノレ申入ト 回答 L F /D 2 6C/27 

40.7.28 夕刊読売新聞抜若手 連絡会議完全一致 (海然!統帥政治ノ調和，
近衛内閣牢固タノレ発足) LF /D 26 C/28 

中国ニ於クノレ日本軍ノ毒瓦斯戦ノ一般的説明ニ就テ LF/D26C/29 I 

中国ノ抗日遊聖書戦説明要項 LF /D 2 6C/30 

奉天省減附近支那側警備力配置要図(証明書付) L F /D 26C/31 

般 幣原外務大臣ヨリ在奉天林総領事宛電(中村事件ニ付浪人策動取締ノ件) LF/D26C/32 

支那ニ於ケノレ抗日団体トソノ活動 LF/D26C/33 
r、

史実年表(自昭和 2年至出和20年〉 LF/D26C/34 I 
中

蒋氏ノ親日発言，昭和 10.2.20在行政委員長対日方針漏党，排日言論厳禁
LF/D26C/35 

国
(国民政府命令)

橋本群陳述書(案) LF/D26C/36 

関

橋本群陳述書 LF/D26C/37 

係

影佐頑昭中将供述書(第 l案) LF/D26C/38 

、.../

同 上 (修正案) LF/D26C/39 

影佐禎昭出強尋問速記録 LF/D26C/40 

影佐禎昭診断書(本橋均，大鈴弘文) LF/D26C/41 

同 上 (大鈴弘文) LF/D26C/42 
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資料名 (内容要旨) 請求記号

影佐申貞弘著「曽走路家記」 LF/D26C/43 

般
河辺正三口供番 LF/D26C/44 

〆戸、、

中 河辺正三供述書(部分)付供述宣誓書 LF/D26C/45 

国
、

関 河辺虎四郎供述書(案)(北支内蒙ニ関スノレ証言) LF/D26C/46 

係

、ーノ
多田駿手記(1946.1. 5作成 ) LF/D26C/47 

昭和6年以降東「ソ Jiソ」軍ノ配兵概況一覧表 LF/D26R/1 

i ;/ J連兵力変遷一覧表 LF/D26R/2 

一

「ノモンハン」事件 LF/D26R/3 

般

f、、 「ノモンハン」事件ニ就テ(陸軍省情報部) LF/D26R/4 

ソ

192 9年スターリン氏生誕50年ニ万リコミンテノレン執行委員会幹部会
LF/D26R/5 

ヨリノ祝福文

連

コミンテノレン第7回大会ノ決議 LF/D26R/6 

関

張鼓峰事件ノ街盈 LF/D26R/7 

係

第4部門「ソ」連「フェーズ」努頭陳述案(第3案) LF/D26R/8 
、、ノ

中村寿太郎陳述書 LF/D26R/9 

一洋
昭和 16年7月米英蘭ノ実施セル資産凍結ノ笑体戦 LF/D26P /1 

般争
(関
太係 米国国務省編「平和ト戦争.米国外交政策， 1931-41年」抜奉

LF/D26P/2 平) 米国ノ対日政策第 1ー2輯.日米交渉ノ顛末

-410-



資料名 (内容要旨) 請求記号

日米交渉経過並ニ其ノ前後ノ事件一覧表，日米関係 LF/D26P/3 

内外法政研究会編「白米開戦外交史概説」 LF/D26P/4 

1941.424 米国政府ノ所謂自衛ノ観念ニ関スノレ「ハ jレ」長官ノ演説要旨 LF /D 2 6P /5 

大本営政府連絡会議，大本営政府連絡懇談会最高戦争指導会議及御前会議
ニ就テ

LF/D26P/6 

1941.9.24 日本駐在アメリカ大使国務省ニ報告ス(国務省作成ニ係ノレ原 LF/D26P/7 
文ノ抄訳)

般 重要因策決定ノ経緯概説:世界情勢ノ推移ニ伴フ時局処理要綱ノ決定，世
界情勢ノ推移ニ伴フ国策ノ進展，日米国交渉策ノ開始，独「ソ」開戦ニ伴フ国
策ノ確立，南部仏印進駐ノ経緯，帝国 遂行要領ノ決定，新国策遂行方 LF/D26P/8 

r、、 針ノ;決定， 1 2月l日開戦決定

太
開戦ニ直接関係アノレ重要国策決定文書:基本国策要綱，世界情勢ノ推移ニ
伴フ時局処理要綱骨子，日独伊枢軸強化ニ関スノレ件，日本国・独逸国及伊

平
太利国間三国条約，対独伊「ソ」交渉案骨子，中日蘇中立条約，近衛声明，
支那事変処理要綱，目撃基本条約，日満華共同宣言，対仏印 ・泰施策委網， LF/D26P/9 

泰仏印国境紛争調停要領，南方施策推移ニ関スノレ大本営陸海軍部方針骨子，対
蘭印経済発表ノ為ノ施策，情勢ノ ニ伴ア帝国国策帝要綱，南方施策促進

洋 ニ関スノレ件，仏印ノ共同防御ニ関スノレ日仏議定書， 国国策遂行要領，対
米甲案及乙案，対米英蘭開戦ニ関スノレ件

戦

「総統会議1940年の独逸海軍」核奉 海軍司令長官ト総統トノ LF/D26P/10 
争
1 940年9月14日午後ノ会議

米国議会聯合委員会ノ真珠港攻撃調査報告荻悲 LF/D26P/11 
関

合衆国議会第七十九議会第一期真珠湾攻撃調査共同委員会証拠書類 LF/D26P/12 
係 第9号絞奉

、、J 真珠湾攻撃調査共同委員会議事録第20巻26章該奉 LF/D26P/13 

真珠湾公報(日本タイムス掲載) LF/D26P/14 

昭和16.12.16 官報号外衆議院議事速記録第1号抜奉 LF/D26P/15 
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資料名 (内容要旨) 請.求記号

「竜自丸」出航ニ関スノレ「ディーン・アチソン」国務次官覚書 LF/D26P/16 

太平洋戦争冒頭陳述書(仮訳) LF/D26P/17 

平野義太郎著「太平洋戦争ノ理念タリシ共栄圏思想、ノ功罪」 LF /D 26P /18 

一 大戦ハ知何ニシテ起ッタカ LF/D26P/19 

開戦理由(聴取 2.26 -2 7両日) LF/D26P/20 

般

物資卜戦争関係，太平洋戦争ニ関連スJレ心境ノ推移(外務省見解) LF/D26P/21 

〆肉、

東亜最近ノ国際情勢ニ関スノレ私見 LF/D26P/22 

太

泰緬連接銑箪建設ニ伴ク停虜使用状況調書 LF/D26P/23 

平

大東亜新秩序，大東亜共栄圏ニツイテ(矢部賢治) LF/D26P/24 

洋

大東亜共栄圏，東亜新秩序ノ真意義 LF/D26P/25 

戦

所謂AB C包閥陣ニツイテ LF/D26P/26 
争

仏印処理(案) LF/D26P/27 
関

仏印進駐ト日仏印協定，所謂松岡「アンリー」協定，保障及政治的了解ニ

係
関スノレ日本国「フランス」国間議定書，仏領印度支那ノ共同防衛ニ関スノレ LF/D26P/28 
日本国「 フランス 」国間議定書

、、J 「チ ャーテノレ」首相ノ対日警告演説 ，iテャーテノレ」首相ノ日本開戦観 LF/D26P/29 

， 

1937.4.9調印 石沢「ノリレト」協定覚書 (仮訳) LF/D26P/30 

野村吉三郎談第 1，3回 LF/D26P/31 
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資料名 (内容要旨) 請求記号

野村大使ト弁護士会談記録第2回 LF/D26P/32 

一

般

〆戸h、 松本重治氏講話要旨 LF/D26P/33 
太

平

洋 陸軍省軍務課長口演要旨(南方軍政処理ノ大要) LF/D26P/34 

戦

争

関 田中新一中将供述書案 LF/D26P/35 

係
、、ノ

「バランタイン」ニ対スノレ反対訊問ノ要領 LF/D26P/36 

合衆国憲法 LF/D26/1 

アメリカ証拠法(翻訳) LF/D26/2 

一
刑事責任ニ関スノレ各国刑法典ノ立場 LF/D26/3 

般 「グリ ーン ・へイウッド・ハックワース」著「国際法綱領 l第 4巻 」抜若手 LF/D26/4 

;-、、 倫敦協定及肉付属国際軍事裁判所憲章(内外法政研究会研究資料第24号) LF/D26/5 

ソ 日米通商航海条約第五条=関スノレ議定書 LF/D26/6 

ノ 瓦斯関係 LF/D 26/7 

他
諸外国ニオクノレ死刑執行方法ニ ツイテ LF/D26/8 

裁判資料:陸軍卜政治トノ関係，東条大将トノ関係，停虜ニ隣スノレ事項，未定 LF/D26/9 
、、J

戦争裁判資料 LF/D26/10 

極東軍事裁判批判Ij 1 (河合陣明 ) L F/D 2 6/11 
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資料名 (内容要旨) 請求記号

裁判所ノ管轄ニ関スノレ申立書 LF/D26/12 

戦争犯罪ニ関スノレ詮議(ニューヨーク ・タイムス所載) LF/D26/13 

冒頭陳述 (高柳氏案) 極東軍事毅判所条例ノ規定ニ関スノレ解釈 LF/D26/14 

暫定調査要目 LF/D26/15 

一
文書証明ノ型式見本 LF/D26/16 

般
宣誓供述書型式見本 LF/D26/17 

戦争犯罪被告人裁判手続規則並要領(馬場弁護士改訳 ) • LF/D26/18 
〆目、

特定財産管理令及特定財産管理規則(勅令第286号) LF/D26/19 

ゾ

戦犯容疑者等ノ個人動産ノ管理押収及封鎖ニ関スノレ件(法務調査部長) LF/D26/20 

ノ 当裁判所裁判官各員ニ対シテ忌避ア申立ツノレコトア得ズトノ決定ニ対シ再
考ア求ムノレノ要求書 LF/D26/21 

国際軍事裁判所ノ管轄及ピ太平洋連合総司令官ノ権限ニ対スル全被告ノ公 LF/D26/22 
他 訴却下申請要旨

弁護団ノ公訴棄却動機=対スノレ回答(検察団) LF/D26/23 

、../

極東軍事裁判証拠提出並ニ説明書 LF/D26/24 

釈明要求書(荒木貞夫其他被告側提出) LF/D26/25 

裁判所ノ許可ア得タノレ証人及立証事項 LF/D26/26 

証人喚問ニ関シ裁判所ヨ リ書記局ニ対スノレ注意書 LF/D26/27 
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資料名 (内容要旨〉 請求記号

翻訳課設置ニ関スノレ件(弁護局) LF/D26/28 

書証委員会議事録 4 LF/D26/29 

検察側提出書類一覧表 LF/D26/30 

弁護人団組織一覧 LF/D26/31 

軍事裁判弁護人一覧表 LF/D26/32 

般
米人弁護土選任ニ関スノレ「マッカーサー 」ノ回答 LF/D26/33 

弁護人名簿 LF/D26/34 
〆問、

官選弁護人一覧表(計51名) LF/D26/35 

ソ
、

弁護人割当テ(メモ) LF/D26/36 

ノ
弁護団分担表 LF/D26/37 

他
弁護人会事務局室配当区分図案 LF/D26/38 

弁護委員会規約 LF/D26/39 

、ーノ

弁護団改組ニ関スノレ小委員会試案 LF/D26/40 

極東国際軍事裁判所弁護人改筆案(メモ) LF/D26/41 

弁護団会議議事録 LF/D26/42 

弁護団努頭論告ニ対スノレ希望 LF/D26/43 

に
d、'

A
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資料名 (内容要旨 〉 請求記号

極東A級戦犯弁護人団覚書 LF/D26/44 

極東国際軍事裁判所日本弁護団弁護事務運営ニ関スノレ取 リ極メ案 LF/D26/45 

弁護用経費処理ニ関スノレ件(第一復員省) L_F/D26/46 

弁護人会運営資金徴集ニ関スノレ鵜沢総明氏回状 LF/D26/47 

弁護費引上グニ関スノレ弁護団陳情書 LF/D26/48 

紋 日米両弁護人ノ会談ニ於ケル臼本側弁護人ヨリ提出ノ議題並ニ質問書 LF/D26/49 
( 1 946.4.19 於東京弁護士会)

弁護資料調整婆領(法務省調査部) LF/D26/50 
〆p、、

弁護団側提出書証一覧表受理書証 LF/D26/51 

ソ

弁護人側提出書類目録 LF/D26/52 

ノ
一般弁論書案 LF/D26/53 

他
弁護側反駁計画書 LF/D26/54 

最初一般弁論:法律論(r検察側ノ国際法論ニ対スノレ弁護側ノ反駁」 LF/D26/55 
高柳賢三記稿)

、ーノ

弁護側資料正誤表 LF/D26/56 

弁護側文書書証 1570号ノ訂正表 LF/D26/57 

弁護側文書書証2019，2020，2024，2025号ノ正誤表 LF/D26/58 

弁護側文書書証2067号ノ正誤表 LF/D26/59 
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資料名 (内容要旨) 請求記 号

正誤表綴 :'J、後 ，白鳥，嶋田， 松井 ，賀屋，岡，日独伊三国関係，板垣，
南，平沼，広田 ，星野，重光 ，土肥原 ，畑，検察側最終論告，最終論告B， LF/D26/60 
梅津，板垣最終論告正誤表

正 誤表 LF/D26/61 

南洋委任統治領防備ニ関スノレ弁護人ノ主張 LF/D26/62 

新聞ノ質問ニ答エノレ極東国際軍事裁判ノ進行ニ就テノ弁護団ノ感想 LF/D26/63 

弁護側証人一覧表(案) LF/D26/64 

般
弁護側証人住所録 LF/D26/65 

「ロ ジャ ー・エフ・コーノレ」ヨリノ覚書 (弁護側証人ノ 件) LF/D26/66 
f、、

{カニングアム」弁護人「ドイツ」ヨリ帰朝報告 LF/D26/67 

ゾ

岡本弁護人私信yノ他 LF/D26/68 

ノ
一般委員会取扱事項及努頭陳述起草エジキ LF/D26/69 

訊問要領 じF/D26/70 1i 

他

訊問調書一覧表 LF/D26/71 

、ーノ

起訴状中ニ挙グラレタル事実一覧表 LF/D26/72 

起訴事項ト研究問題卜ノ関係 LF/D26/73 

起訴状ニ関スノレ見解 15 (公式保障事項ニ関スノレ見解等) LF/D26/74 

起訴状ア読 ミテ (清瀬一郎) LF/D26/75 
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資料名 (内容要旨) 請求記号

「テャーノレズ・ E・クィγンスキー J著 「ニューノレンベノレグ国際裁判所
LF/D26/76 是非論 上J(アト ランチック・マンスリー 4月号)

ニューノレ ンベノレグ国際裁判ニツイテ(清瀬一郎) LF/D26/77 

同 上 補遺 LF/D26/77-2 

「ニ ュノレンベノレグ国際裁判エ就テ」ノ補遺(写)他 LF/D26/78 

独逸主要戦争犯罪人ニ対スノレ起訴状附録訳文 LF/D26/79 

般
山下奉文大将ノ訴願ニ関スル合衆国大審院判事意見(マーフィー判事) LF/D26/80 

11虜取扱ニ関スノレ中央処置ノ大綱 LF/D26/81 
〆戸、

停虜取扱ニ関スノレ規定 L F /D 26/8 2 

ソ

倖虜取扱エ関スノレ件 LF/D26/83 

ノ
停虜取扱ニ関スノレ答弁要領(第 1-2案) LF/D26/84 

停虜待遇関係ニ関スノレ覚書 (倖虜抑留平和的人民ノ待遇ニ関スノレ外務省ノ
LF/D26/85 

他 態度)

倖虜情報局官制(勅令 12 4 6 ) LF/D26/86 

、、J

停虜収容所令(勅令 1182 ) LF/D26/87 

戦犯弁護資料ノ参考(停虜ニ関スノレモノ)小田島董 LF/D26/88 

伴虜ハ如何ニ取扱ワレタカ LF/D26/89 

停虜虐待=関スル反証覚書 LF/D26/90 
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資料名 (内容要旨) 請求記号

1 929年俸虜待遇ニ関スノレ「ジュネーブ」条約準用ニ関スノレ日米間往復
参考文書 LF/D26/91 

上海停虜収容所メ施設改善促進ニ関スノレ件 LF/D26/92 

残虐行為(支満上むア除ク)主ニ泰緬鉄道関係 LF/D26/93 

戦争法規及慣習違反停虜民間抑留並ニ占領地住民ニ対スノレ残虐行為事件立
LF/D26/94 証要領，倖虜並ニ残虐行為ニ対スノレ立証(海軍関係稲川案)

一
交戦権ノ否認問題ニ就テ LF/D26/95 

般
人口問題ヨリ観タル戦争ノ必然、性 LF/D26/96 

新日本革新綱領 LF/D26/97 
〆戸、

将来ニ於クノレ日本ノ世界政策ニ対スノレ基礎概念(後編実施論第6項) LF/D26/98 

ゾ

満州事変ヨリ大東亜戦争開戦ニ至ノレ迄ニ於クノレ日本ノ対外国策ノ真相概説
LF/D26/99 

上，下

ノ 参考文書:日清開戦詔勅，下関条約，凶匪事件最終議定書，日英同盟，日
露開戦詔勅，日;露燐和条約，日韓協約，日韓併合条約，大正3年8月15 
日対独最後通牒，独国ニ対スノレ宣戦ノ詔勅， 2 1ク条条約，大正4年 10 
月19日ロンドン宣言(欠)，大正6年2月ノ日独露伊秘密協定(欠)， 
石井「ランシング」協定，巴呈会議ニ於クノレ日本ノ人種平等案(欠)，ワ

他 シントン会議中支那裁兵決議，排日移民法(欠)，大正15年 1月20日
日本条約議定書(欠)，ワシントン会議第6回総会ニ於クノレ幣原全権ノ:発
言(欠)，吉林省施政方法怖，奉告天，遼省寧省地方維持委員会声明，黒竜省長怖
告，熱河省独立宣言(欠) 自治指導部怖告，昭和7年 2月18日
満洲独立宣言，昭和7年 3月1日満秒ト国建国宣言，昭和7年 3月9日縛儀

、、同， 執政宣言，昭和7年 5月5日上海停戦協定，昭和8年3月27日国際連盟
脱退詔書，昭和8年 3月満洲皇帝即位詔書(欠)，広田三原則，昭和9年

LF /D 2 6/1 0 0 3月23日目「ソ」満聞東支鉄道買収(欠)，昭和 10年，2月支那排日貨
言論掲載禁止，昭和 10年6月邦交敦陸令，排日教育廃棄令(欠)，支那
ニ於クノレ不平等条約廃棄ニ関スノレ諸条約・同盟条約(欠)，昭和10年8
月9自治外法権撤廃声明(欠)，昭和 12年7月12日近衛政府声明，昭
和 12年8月15日政府声明，昭和13年8月張鼓崎事件停戦協定，昭和
1 3年 11月3日近衛内閣発表，昭和 13年 12月 22日近衛声明，昭和 ， 

1 4年7月日英会談ノ決定，昭和14年7月米国通商条約廃棄通告，昭和
1 4年8月28日平沼内閣辞任声明，昭和 14年 9月ノモンハン事件停戦
協定，昭和 14年 9月 14日阿部内閣声明，昭和 15年4月29日支那派
遣関軍将兵ニ告グ，友好関係ノ存続及相互ノ領土尊重ニ関スノレ日泰条約，友好
係ノ存続及相互ノ領土尊重ニ関スノレ日仏印条約(欠)，泰仏印間平和条
約，昭和 15年 7月8日路「ヤーネノレ」提督対日強硬論ノ発表，昭和15年
7月16日日英仏ノ援蒋 禁絶ニ対スノレ声明，昭和 15年7月25日禁輸
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資料名(内容要旨) 請求記号

般

和
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昭
対
停
自
衛
定
家
扶
同
定
O
ニ
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開
大
軍
政
，
取

5
ス
ル
華
首
プ
帝
代
札
件

昭
鉄
，
ノ
印
，
近
議
国
間
昨
F

協
1
会
議
，
国
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日
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油
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ス
報
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ス

9
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中
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日
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石
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議
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関
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，
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仁

近
6
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」
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5
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文
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第
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)
'
力
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条
同
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フ

日
2
条
月
月
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条
ス
年
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ス
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(
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l
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(
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租
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ノ
日本人ノ世界観 LF/D26/101 
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ゾ

他
「八紘為ノ正解 」及「日本ニ鈴クル国体論ノ真髄」ニ関シ LF/D26/102 

日本ノ政治=於クノレ政党ノ;地位ト Yノ変遷(御手洗辰雄宣誓供述書付)

、ー'

LF/D26/103 

LF/D26/104 日本帝国ノ国勢調査ニヨノレ人ロ

LF/D26/105 歴代内閣更迭理由(メモ)

昭和時代ニオクノレ内閣成立及総辞職ノ事項(御手洗辰雄) LF/D26/106 

歴代各内閣ノ辞職理由 LF/D26/107 



資料名 (内容要旨) 請求記号

幕僚業務ト其ノ責任 LF/D26/108 

軍紀風紀ニ関スノレ資料 LF/D26/109 

最高戦争指導会議エ関スル件 (1944.8.4大本営政府連絡会議決定) LF/D26/110 

戦時高等司令部勤務令抜奉(第一復員局総務課写) LF/D26/111 

日本軍ノ本義ニ就テ LF/D26/112 

般
日本軍事機構一覧表 LF/D26/113 

陸軍大臣現役予備役制ニ就テ LF/D26/114 
( 

陸軍ニ於クル服従ニ関スノレ証拠書類 LF/D26/115 

ゾ

陸軍ニ於ケjレ報導宣伝ニ就テ LF/D26/116 

ノ 陸軍省官制改革ニ関スノレ願末:陸軍省官需l政:草ノ件，陸軍平時編制ノ件=
付封事，大正2.5.5陸軍大臣・参謀総長参謀本部ニ於テ会見協議事項ノ要 LF/D26/117 
項，軍令ニ関スノレ要項

他
朝鮮及台湾、ニ徴兵制度ア採用スノレ迄ノ経緯及徴兵別ノ内容及実績 LF/D26/118 

独断ニ就テ LF/D26/119 

、』ノ

E . T .シャーマン著「懐奮録J(1908年)第 234項ヨリ抜奉 LF/D26/120 

ラテモアISolutュon in Asia Jエツイテ(上回辰之助)
LF/D26/121 

(目撃学術懇話会 昭和20.12.8報告)

木戸日記 LF/D26/122 

共同謀議(小野清一郎) LF/D26/123 
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資料名 (内容要旨) 請求記号

近衛新体制ニ ツイテノ手記:大政翼賛会ノ目的 ト性格(内外法政研究会研 LF/D26/124 
究資料第104号)

弁護部行政官米国海軍予備少佐 E• R .ハリ ス→極東 A級戦犯弁護人団
LF/D26/125 

般
(言語問題及ソノ処理手続ニ関スノレ件)

r、、 E . R .ハリス事務行政官→極東A級戦争犯罪人弁護人団通牒 LF/D26/126 

ソ

ホダ・ハノレオ供述書: LF/D26/ 1 ~7 
ノ

他 岡田菊三郎訊問要領訂正セノレモノ LF/D 26/128 

、ーノ

武見太郎宣誓供述書 LF/D26/129 

弁護土側尋問要領 LF /D 27/1 

国際法研究事項:無差別爆撃ニ就テ，軍律ニ就テ，停虜ニ就テ LF/D27/2 
( B 2 9関係大阪弁護団)

東
調査員派遣ノ件 LF/D27/3 

海

戦犯裁判参考第4号沢田裁判概況 LF/D27/4 

地

方
戦争犯罪人ハイカニ処罰サレノレカ LF/D27/5 

タ二工百ニ 書類総目録 LF/D27/6 

襲
関係者(推定)住所録(旧東海軍管区司令部 1945.1 2.7調) LF /D27 /7 

関

B 2 9搭乗員問題関係者一覧表 (調査斑 19 46.5.25) LF/D27/8 

係

第十三方面軍拘留者名簿 LF/D27/9 

B 2 9嬉乗員問題証人一覧表 其ノ 1-3 LF/D27/10 

422-



資料名 (内容要旨) 請求記号

B 29搭乗員問題関係書類 :B29搭乗員処罰問題ニ関スル経緯書，軍律
会議ニ於ケノレ敵航空機搭乗員処断顛末書， B 2 9搭乗員問題ニ関スル件供
述書(岡田資，大西ー，米丸正熊，足立誠一，保田直文，岡田福右衛門，
伊藤信男，成田喜久基，山田伯雄，松尾快治，山東広吉，片浦利厚，第十
主方面軍々律会議開設ノ件達，第十三方面軍々律会議実施規定，第十三方
面軍監禁場規程，第一総軍々律，第一総軍機々律搭会乗議規程，空襲ノ敵航空機
搭乗員ノ処罰ニ関スル主要律，空襲ノ敵航空 員ニ関スノレ軍律会議実施

LF/027/11 規定，軍律会議所管事件処理ニ関ス Jレ件通牒，軍律被告事件処理ニ関スル
件通牒，軍律会議ノ説明，略式軍律会議ノ説明，計画的B2 9戦略爆撃ニ
関スノレ観察，搭乗員処罰問題ニ関スノレ爆撃状況並搭乗員降下地点ト爆撃地

東
点トノ関係，第十三方面軍司令部東海軍管区司第令部ノ編成及司令部内ニ於
グノレ指揮命令系統，編成及其ノ内容ヨリ観タル 十=方面軍司令部ノ実相，
日本軍統帥ノ特色，処刑ニ際シ軍万ヲ用イ タノレ理由

海 B 2 9搭乗員ニ関スル件供述書(星野芳貫) LF/D27/12 

同 上 (中島三一) LF/D27/13 

地
搭乗員ニ凶ス山綴 :B 2 9搭乗員 27名処断ニ関スル顛末書， B 2 9搭乗
員処断ニ関スル第2次報告，米軍搭乗員問題取調要領，日本ノ統帥ノ特色，L F /D 27/14 
聯合国人ノ遺骸所在地等調査表

方
B29問題ニ関スノレ顛末書 (岡田資) LF/D27/15 

空
命令ニヨノレ不法爆撃実行者ア極刑ニ附シタノレ理由 (r両国資，伊縁信男) L ~-/ D 2 7/16 

捕獲塔乗員問題ニ就テノ味十五方面軍司令部ト中部憲兵隊司令部トノ関係 LF/D27/17 
(向武)

襲
編制及其ノ内容ヨリ観タノレ第十三万面軍司令部ノ;実相，東海軍編成後ヨリ
終戦ニ致ノレ迄ノ主要行事一覧表， B 2 9搭乗員墜溶下位置ト爆撃位置卜ノ関
係， 5月14日B29墜落状況， 5月29目撃機ノ状況， B 2 9爆撃機

LF/D27/18 iJ戦法ナドニ関スJレ事項，終戦前後ニ於ケノレ空襲被害調査ノ要領，処刑ニ
関 刀ア用イ タノレ理由，軍律会議ノ手続要領

係
B 29搭乗員処刑現場写真 LF/D27/19 

連合軍航空機搭乗員調査表 LF/D27/20 

捕獲搭乗員調査表 (中部復員連絡局) LF/D27/21 

B 2 9搭乗員処7tH事件(大阪) LF/D27/22 
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資料名 (内容要旨) 請求記号

軍律会議ニ関スノレ緩:空襲ノ会敵議航空機搭乗員ノ処罰ニ関スノレ軍律，空襲ノ
敵航空機搭乗員ニ関スノレ軍律 実施規定，防衛総司令部軍律審判規則，
第7総軍々律，第一総軍k律会議規程，第一総軍監禁場規程，第一総軍h
律規定ニ付内議ノ件，東部軍十々律審判規則 ，東京監禁場規定十y第三十三方面
iflk律会議開設ノ件逮，第 三方面軍々律審判規則大要，第 方面軍監
禁場規程(大要)，第十三方面軍々律審判規則及同監禁場規程制定・組箆 LF/D27/23 
報告，軍律会議所管事件処理ニ関スノレ件，軍律被告事件処理ニ関スノレ件通
牒，軍律会議事件処理状況概要，軍律及軍律会議ニ就テ其ノ 1-2，航空
機=依明差別爆撃ニ就テ ，敵航空機搭乗員処罰長関スノレ軍律エ対スノレ国

員際処法的検討，空襲参加米国飛行ノレ観土察処刑関係文書 十三方面軍 B2 9搭乗
分ノ違法合法問題ヰ対ス ，日本統帥ノ特色，作戦要務令抜奉

東
軍律ニ関スノレ見解(1946.9.26 ) LF/D27/24 

海
軍律審判規則制定等ニ関スノレ件 LF/D27/25 

敵航空機搭乗員ノ処断ニ関スノレ軍律ノ制定道ニ之ガ布告ニ関スノレ経緯=就テ LF/D27/26 

地

陸密第21 90号ノ解説(1 9 4 6. 1 O. 1 ) LF/D27/27 

方 航空機搭乗員ニ対シテ軍律会議ニテ極刑ア以テ臨マントスノレ場合ニ関スノレ
通牒ノ解釈

LF/D27/28 

陸亜密第 1289号中「軍律会議ニ於クノレ罰ノ量定ニ極刑ァ以テ臨マント
LF/D27/29 

空 スノレ場合ニハ中央ノ指示ヲ倹タレ度」件ノ見解

軍法会議・軍律会議ニ於クノレ訴訟手続ノ迅速性二付テ(第一復員局法務調
LF/D27/30 

査部 1947.7.16) 

襲

軍法会議ニ対スノレ職員ノ不適任及無資格(1 926年手続法ヨリ抜若手) LF/D27/31 

関
指揮系統参考(井本大佐 1945.12.18 ) LF/D27/32 

係
戦時高等司令部勤務令(抜悲) LF/D27/33 

方面軍司令部ト軍管区司令部トノ関係ニ就テ LF/D27/34 

陸軍ノ上官ト部下 トノ関係ア律シタ文献集 LF/D27/35 

上官ノ命令ト戦争責任(戦犯法律研究其ノ 2) LF/D27/36 
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資料名 (内容要旨) 請求記号

命令ト責任ニ関スノレ見解 L F /D 2 7/37 

従軍兵土ノ心得抜率(大本営陸軍部 1 9 4 2.1 2 ) LF/D27/38 

綱領，総明，指揮及連絡ノ抜奉 ‘ LF/D27/39 

東
停虜ニ関スノレ計法規類集 LF/D27/40 

海
停虜ニ関スノレ諸法規類緊抜奉 L F /D 27/41 

~虜取扱上ノ制度ニ関スノレ研究 其ノ 1， 4 ， 5 LF/D27/42 

地

倖虜取扱上ノ制度ノ概要其ノ 3 LF/D27/43 

方 192 9年 7月27日ノ倖虜待遇条約準用ノ意義及範囲ノ検討(停虜関係
LF/D27/44 

調査部 1945.1 2.2 5 ) 

ク二工恒ニ
正式倖虜ノ取扱業務ノ系統及任務ノ概要 LF/D27/45 

斧虜取扱ニ関スノレ業務系統 LF/D27/46 

襲

停虜ノ取扱ニ関スノレ指揮系統表 LF/D27/47 

関
外国人関係取引取締規則 LF/D27/48 

係
聴取書綴(岡田資，大西一，米丸正熊，足立誠一) LF/D27/49 

岡田資ニ対スノレ尋問書 LF/D 27/50 

米丸正熊氏尋問調書 LF/D27/51 

口供書(入江莞爾 ，鈴木進，小山公利，村上二郎，二回原憲治郎) LF/D27/52 

p

り
の
44
・



資料名 (内容要旨) 請求記号

敵機搭乗員処断ニ関スノレ戦争裁判弁護資料(証人口供書)其ノ 4 LF/D27/53 

起訴状(内山英太郎，太田原清美，山中徳、夫，小野武一，松森英雄，
荻矢頼雄 ，中道貫治 )

LF/D27/54 

太田原，山中，国武，長友，内山，山上，小野被告ニ対スノレ質問要領 LF /D 27/55 

東
長友ニ対スノレ質問 LF/D27/56 

海
岡田中将談話要旨 ( 1 9 4 6. 6目 3 ) 下書キ共 LF/D27/57 

トー

同 上 ( 1 9 4 6.1 O. 3 ) 同 上 LF/D27/58 

地

岡田元中将談話要旨(1 9 4 6. 1 1. 7 ) 同 上 LF/D27/59 

方
同 ( 1946.1 1.26 ) 上 同 上 LF/D27/60 

東海関係者談話要旨其ノ1，2 ( 1 946.10.1 2 ，16 ) LF/D27/61 
空 (足立誠一，保田直文，米丸正熊，松尾快治，山東広吉)

同 上 其ノ 3 ( 1946.10.23 ) 
LF/D27/62 

(片浦利厚，伊藤信男) 下書キ共

襲

同 上 其ノ 4 ( 1 946.1 1.26 ) 
LF/D27/63 

(大西ー ，片浦利厚，足立誠一，保田直文) 下書キ共

関 同 上 其ノ 5 ( 1 9 4 6.1 2. 4 ) 
LF/D27/64 (成田喜久基，山目的雄)

係
川越中将談話要旨 ( 1 9 4 6. 9. 1 8 ) 下書キ共 LF/D 27/65 

国武中将談話要領 ( 1 9 4 6. 8. o ) 同 上 LF/D27/66 

国武元中将談話要領(1 9 4 6. 9.21 ) 同 上 LF/D27/67 

国武中将談話要旨 ( 1946.10.29 ) 同 上 LF/D27/68 
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資料名 (内容要旨) 請求記号

国武中将談話要旨 ( 1 9 4 6.1 2. 4 ) 下書キ共 LF/D27/69 

長友元少将談話要旨(1 9 4 6. 8.31) 同 上 LF/D27/70 

中道大尉・松森中尉談話要旨 (起訴後 1 9 4 6.1 1. 7 ) 下書キ共 LF/D27/71 

東
荻矢法務大尉談話要旨 (起訴後 同1 9 4 6. 1 1. 7 ) 上 LF/D27/72 

海 小野法務大尉談話要旨 (起訴後 1 9 4 6.1 1. 7 ) 同 上 LF /D 2 7/73 

太田原元法務少将談話要領 ( 1 9 4 6. 8. 3 1 ) 下書キ共 LF/D27/74 

地

太田原少将談話要旨 ( 1 9 4 6.1 O. 2 3 ) 同 上 LF/D27/75 

方
同 ( 1 9 4 6.1 1. 5 ) 同 上 LF/D27/76 上

空
内山中将談話要領 ( 1 9 4 6. 8. 6 ) ‘同 上 LF/D27/77 

内山中将談話要旨 ( 1 9 4 6. 9. 4 ) 同 上 LF/D27/78 

事斐

同 上 ( 1946. 9.17) 同 上 LF/D27/79 

関
同 ( 1 9 4 6. 1 o. 3 ， 1 6 ) 同 上 LF/D27/80 上

係
同 上 ( 1946.1 0.29 ) 同 上 LFゾD27/81

同 上 (起訴後 1 9 4 6.1 1. 5 ) 同 上 LF/D27/82 

同 上 ( 1 9 4 6.1 2. 4 ) 同 上 LF/D27/83 

山上少将等談話要旨 ( 1946.10.1 6 ) 同 上 LF/D27/84 

句，
ワ，“4
・



資料名 (内容要旨) 請求記号

山中元少佐談話要旨 ( 1 9 4 6. 9. 4 ) LF/D27/85 

山中少佐答弁要旨 ( 1 946.10.23 ) LF/D27/86 

山中少佐談話要旨 (起訴後 1 946.1 1. 5) 下書キ共 LF/D27/87 

東 巣鴨刑務所ニ於ケノレ B2 9関係全被疑者ノ意見
(大山局長宛原補佐弁護人記 1 9、46.10.16)

LF/D27/88 

海 荻矢頼雄弁護資料(荻矢自筆) LF/D27/89 

岡田元中将ニ関スノレ助命嘆願書(1 9 4.7. 8.15) LF/D27/90 

地

B 2 9大規模空襲経過一覧表 LF/D27/91 

万
東海軍管区内ノ都市ニ対スノレ B2 9ノ空襲要領概況(東海軍管区司令部) L F /D 2 7/92 

空
横浜， 111崎爆撃状況 LF/D27/93 

4月7日名古屋空襲状況， 4月24日立川付近空襲状況， 6月26日京
LF/D27/94 阪神東海ア暴爆

襲

名古屋方面空襲ノ実状(野田キョク他) LF/D27/95 

関 山上法務官接出ノ来襲状況(浜松空襲状況，空襲災害概要，新聞論調抜王手
鬼畜ノ敵校庭ア掃射(朝日新聞記事)，終戦前B2 9ニ対スノレ市民ノ芦収 LF/D27/96 
録

係
=菱発動機工場，愛知時計逗気工場，愛知発動機工場ノ空襲状況 LF /D 27/97 

6月22日各務原空襲状況 LF/D27/98 

6月22日四日市各務原ニ来襲 LF/D27/99 

6月26日大阪付近空襲状況 LF/D27/100 
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資料名 内容要旨) 請求記号

山中トミ元大阪府看護会会長談 LF/つD27/1 01 

6月 22白姫路空襲状況 LF/D27/102 

， 

東 主ナノレ空襲被害概見表 LF/D27/103 

海
空襲ニ依Jレ軍関係被害状況表 LF/D27/104 

東海軍管区内空襲被害概見一覧表 LF/D27/105 

地

市町村別空襲被害状況一覧表 (愛知県，岐阜県，三重県，静岡県 〉 LF/D27/1 0 6 

方

愛知県下空襲被害一覧表 LF/D27/107 

空
空襲被害情報(静岡県知事〉 LF/匂 27/108

襲 浜松空襲被害状況調 LF/D27/109 

関
中部軍管区爆撃状況 LF/D27/110 

空襲被害表(大阪府 ) 其ノ 1 LF/D27/111 

係

東海管区防空戦闘(高射兵) ( 1 9 4 6. 2. 1 2 ) LF/D27/112 

名古屋付近高射砲戦闘資料(旧高射第二師団参謀 佐藤正典) LF/D27/113 

名古屋要地高射砲隊配置要図 LF/D27/114 
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